
よしかわ
議会だより

NO.165
平成27年５月１日
発行：吉川市議会

編集：吉川市議会広報委員会

〒３４２-８５０１吉川市吉川二丁目１番地１
ＴＥＬ＆ＦＡＸ（９８２）９４２１
http://www.city.yoshikawa.saitama.jp

骨格予算？

３
月
定
例
会
の
概
要

　

３
月
定
例
会
は
、
中
原
市
長
が

３
月
７
日
に
就
任
し
就
任
後
間
も
な

い
こ
と
を
考
慮
し
、
予
定
し
て
い
た

日
程
と
内
容
を
変
更
し
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
23
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
の

８
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
施
政

方
針
や
代
表
質
問
、
一
般
質
問
は
行

わ
ず
、
24
件
の
議
案
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
22
件
中
、
21
件
は

原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
、
残

る
1
件
に
つ
い
て
は
、
議
案
の
一
部

に
つ
い
て
修
正
し
た
議
員
提
出
に
よ

る
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
2
件
の
議
員
提
出
議
案
を

上
程
、
1
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案

骨
格
予
算
を
可
決

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
さ
れ
、
一
般
会
計
予

算
は
、
前
年
度
比
３
．
７
％
増
の

１
９
４
億
９
千
４
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
市
長
が
政
策
的
に
行
お
う

と
考
え
る
新
た
な
事
業
や
投
資
的
経

費
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
補
正
予

算
と
し
て
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
27
年
度

骨
格
予
算
を
可
決

小学生登校風景

　

予
算
と
は
、
通
常
、
そ
の
年

度
す
べ
て
の
歳
入
・
歳
出
で
編

成
さ
れ
ま
す
。

　

骨
格
予
算
と
は
、
首
長
や
議

員
の
選
挙
時
期
等
の
関
係
か
ら

政
策
的
な
判
断
が
で
き
に
く
い

こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
新
規

事
業
や
政
策
的
経
費
は
極
力
控

え
、
義
務
的
経
費
や
継
続
的
事

業
を
中
心
に
作
成
さ
れ
る
予
算

を
指
し
ま
す
。

３
月
定
例
会
の
概
要 .....................................................

①

市
長
提
出
議
案
・
議
員
提
出
議
案 .................................

②

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら .............................................

③

審
議
結
果
・
編
集
後
記 .................................................

④

今　

号　

の　

主　

な　

内　

容

一般会計

その他
8.7％

1,708,298千円
地方消費税交付金

4.7％
910,000千円
地方交付税
6.9％

1,340,000千円

県支出金
7.5％

1,458,923千円

市債
12.2％

2,381,600千円
国庫支出金
14.6％

2,853,296千円

市税
45.4％

8,841,883千円

歳　入
194億9400万円
歳　入

194億9400万円

その他
3.3％

635,526千円

消防費
5.3％

1,037,245千円
土木費
6.7％

1,310,209千円
公債費
7.7％

1,494,768千円

衛生費
8.1％

1,570,768千円

総務費
9.5％

1,843,940千円 教育費
17.5％

3,420,587千円

民生費
41.9％

8,180,957千円

歳　出
194億9400万円
歳　出

194億9400万円

市
長
提
出
議
案 -------------------------------------

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
２
件
を
上
程
し
、

１
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ

送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書

　

少
子
化
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
子

育
て
を
す
る
親
た
ち
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
は
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、

抵
抗
力
が
弱
い
た
め
重
症
化
す
る
こ

と
も
多
い
。
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
支
え
る
環
境
整
備
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
心
配
を
な

く
す
こ
と
が
、
子
育
て
支
援
と
し
て

重
要
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

既
に
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
治
体
の
財
政
状
況
な
ど

に
よ
り
助
成
内
容
の
格
差
が
生
ま
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
等
し
く
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
国
の
制
度
の
創
設
が
急

が
れ
て
い
る
。

　

国
が
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

を
設
け
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
子
育

て
世
帯
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
で
き
、

さ
ら
に
各
自
治
体
は
、
そ
れ
に
上
乗

せ
す
る
形
で
独
自
の
医
療
費
助
成
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
し
、

保
護
者
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
国
の
制
度
と
し
て
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
早
急
に
創

設
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

骨
格
予
算
で
は
、
原
則
、
新
規
事

業
や
投
資
的
経
費
、
政
策
的
経
費
は

計
上
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
例
外
的
に
次

の
新
規
事
業
が
計
上
さ
れ
、
承
認
し

ま
し
た
。

吉
川
市
介
護
福
祉
総
合
条
例
の

一
部
を
改
正

　

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
別
保
険

料
段
階
が
第
８
段
階
か
ら
第
11
段
階

へ
改
定
さ
れ
ま
す
。

特
別
会
計
な
ど

新
年
度
骨
格
予
算
決
ま
る

　

５
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
の
平
成
26
年
度
予
算
は
左
表
の
通

り
決
ま
り
ま
し
た
。

吉
川
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用

者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　

こ
の
条
例
で
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係

る
支
給
認
定
保
護
者
が
負
担
す
べ
き

費
用
等
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に
て
、
委

員
よ
り
、
保
育
に
係
る
「
利
用
者
負

担
額
表
」
に
つ
い
て
修
正
案
が
出
さ

れ
、
同
委
員
会
及
び
本
会
議
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

修
正
案
は
、
低
所
得
者
や
多
子
世

帯
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
提

案
理
由
と
し
、
原
案
の
利
用
者
負
担

額
の
一
部
を
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
階
層
区
分
の
８
階
層
か
ら
18
階

層
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
も
の
で

す
。
利
用
者
負
担
額
の
一
部
引
き
下

げ
や
階
層
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減
と
階
層

間
の
差
額
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計

こ
ん
な
事
業
を
実
施
し
ま
す

●水道事業会計 ●特別会計

収益的収入及び支出 予算額（千円） 会　計　別 予算額（千円） 前年度比（％）

水 道 事 業 収 益 1,499,450 国 民 健 康 保 険 8,835,935 11.6
水 道 事 業 費 用 1,436,649 下 水 道 事 業 1,249,487 △6.5

農 業 集 落 排 水 事 業 31,567 3.3

資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
介　 護　 保　 険 3,263,698 △2.2
後 期 高 齢 者 医 療 444,412 7.0

資 本 的 収 入 136,645 合 　 　 計 13,825,099 13.2
資 本 的 支 出 330,112
注：水道事業会計において資本的収入が資本的支出に対し不足する額は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんする。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　

生
活
保
護
に
至
る
前
の
新
た

な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

自
立
相
談
支
援
事
業

　

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

て
自
立
に
向
け
た
支
援
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す
。

住
宅
確
保
給
付
金
の
支
給

　

失
業
者
等
の
就
職
活
動
を
支

え
る
た
め
、
家
賃
費
用
を
有
期

で
給
付
し
ま
す
。

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
に

対
す
る
学
習
支
援
や
保
護
者
へ

の
進
学
助
言
を
行
い
ま
す
。

市
長
提
出
議
案 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き

　

障
が
い
者
福
祉
事
業
所
が
新

た
に
職
員
を
採
用
し
、
相
談
業

務
の
充
実
と
福
祉
人
材
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

所
サ
ポ
ー
ト
事
業

議員提案により
修正案を可決

学
童
保
育
事
業

　

学
童
保
育
の
対
象
児
童
が
小

学
校
低
学
年
か
ら
６
年
生
ま
で

に
、
土
曜
保
育
時
間
が
午
後
５

時
ま
で
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま

で
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

指
導
員
報
酬
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

〜
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
〜

次
回
定
例
会
の
予
定

　

市
の
重
要
な
施
策
や
皆
さ
ん
に

身
近
な
問
題
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
２
日（
火
）

本
会
議
【
開
会
日
】

　

６
月
４
日（
木
）

本
会
議
【
議
案
審
議
】

　

６
月
５
日（
金
）

委
員
会
【
総
務
水
道
・
文
教
福
祉
】

　

６
月
８
日（
月
）

委
員
会
【
建
設
生
活
】

　

６
月
９
日（
火
）

委
員
会
【
請
願
審
査
】

　

６
月
11
日（
木
）

本
会
議
【
委
員
長
報
告
】

　

６
月
12
日（
金
）

本
会
議
【
一
般
質
問
】

　

６
月
15
日（
月
）

本
会
議
【
一
般
質
問
】

　

６
月
16
日（
火
）

本
会
議
【
一
般
質
問
・
閉
会
日
】

※ 

一
部
変
更
が
生
じ
る
予
定
が
あ
り

ま
す
。
お
越
し
頂
く
前
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

傍
聴
時
の
お
願
い

　

本
会
議
は
午
前
10
時
、
委
員
会

は
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
の
際
は
、
次
の
お
守

り
い
た
だ
く
事
項
が
あ
り
ま
す
。

◆
静
粛
に
す
る
こ
と

◆ 

議
場
で
の
言
論
に
対
し
、
拍

手
等
に
よ
り
可
否
を
表
明
す

る
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な
い

こ
と

◆ 

騒
ぎ
立
て
る
等
、
議
事
の
妨

害
を
し
な
い
こ
と

◆ 

携
帯
電
話
等
の
電
子
機
器
の

電
源
を
切
る
こ
と

◆
係
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
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◆ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

新
庁
舎
建
設
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

検
討
委
員
会
や
基
本
設
計
、
実
施
設

計
と
進
め
て
き
た
が
、
見
直
し
の
程

度
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
ま
で
遡
る
の

か
。

　

議
会
や
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
く
。
安
心
安
全
と
コ
ス

ト
意
識
を
も
っ
て
進
め
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
の
全
て
を
無
に
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　

市
民
税
の
賦
課
徴
収
費
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
内
容
は
。

　

作
成
す
る
プ
レ
ー
ト
は
全
体
で

２
０
０
０
枚
を
予
定
。
50
㏄
以
下
で

１
３
０
０
枚
、
90
㏄
以
下
で
２
０
０

枚
、
１
２
５
㏄
以
下
で
５
０
０
枚
。

金
額
の
内
訳
は
、
金
型
に
95
万
円
、

プ
レ
ー
ト
が
１
枚
３
５
０
円
と
消
費

税
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

予
算
編
成
時
期
が
変
わ
っ
た
状
況

は
理
解
す
る
が
、
同
じ
議
案
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
道
運
営
委
員

会
で
説
明
し
た
内
容
と
は
違
っ
て
い

る
。
今
後
の
水
道
運
営
委
員
へ
の
対

応
は
。

　

後
日
、
早
い
段
階
で
報
告
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。賛

成
全
員
で
可
決

◆ 

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

　

文
書
広
報
費
に
つ
い
て
。
広
聴
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

理
由
は
。

　

広
聴
事
業
に
つ
い
て
、
新
市
長
と

の
調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

選
挙
費
に
つ
い
て
。
入
場
券
が
葉

書
か
ら
封
書
に
な
っ
た
が
費
用
は
増

え
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
葉
書
に

戻
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

一
通
あ
た
り
10
円
ま
で
は
上
が
っ

て
い
な
い
。
封
書
は
今
後
も
続
け
て

い
く
。

　

市
長
が
報
酬
を
20
％
削
減
す
る
と

話
を
し
て
い
た
。
公
選
法
で
は
寄
附

行
為
を
禁
じ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
長
が
20
％
を
削
減
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
削
減
し
た
分
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
た

め
に
使
う
と
し
て
い
る
が
、
寄
附
行

為
に
当
た
る
も
の
な
の
か
、
法
的
解

釈
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
を
情
報
収

集
し
て
話
し
合
っ
て
い
く
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

吉
川
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例

（
修
正
部
分
を
除
く
）

　

市
内
の
幼
稚
園
５
園
は
新
制
度
へ

移
行
し
な
い
の
か
。

　

各
園
の
意
向
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
は
新
制
度
へ
移
行
す
る
園
は
な
い
。

平
成
28
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
今
後

確
認
し
て
い
く
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆ 

吉
川
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例

に
対
す
る
修
正
案

﹇
提
案
理
由
﹈
市
か
ら
提
案
さ
れ
た

条
例
案
は
８
階
層
と
い
う
こ
と
だ
が
、

18
階
層
を
提
案
し
た
い
。
８
階
層
で

は
、
各
階
層
の
差
額
が
１
万
円
前
後

算
出
で
き
る
が
、
月
１
万
円
と
い
う

こ
と
は
年
間
12
万
円
に
な
る
。
よ
り

低
所
得
者
に
対
し
て
手
厚
く
出
来
な

い
か
と
の
考
え
の
も
と
提
出
。

　

条
例
案
と
修
正
案
で
は
、
財
政
負

担
は
い
く
ら
か
。

　

対
象
人
数
や
金
額
に
つ
い
て
は
算

出
し
て
い
な
い
。
今
後
調
査
す
る
。

　

新
た
な
階
層
で
、
対
象
者
が
ど
れ

だ
け
負
担
軽
減
に
な
る
の
か
、
人
数

も
含
め
て
こ
れ
か
ら
調
査
す
る
の
か
。

　

市
で
提
案
さ
れ
て
い
る
予
算
も
骨

格
予
算
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
算

出
す
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
含
め
、
国
の
法
律
が
改
正
さ

れ
た
の
で
、
ど
こ
か
で
見
つ
め
直
す

必
要
性
が
あ
り
、
今
回
ち
ょ
う
ど
良

い
時
期
で
あ
る
と
考
え
修
正
案
を
提

出
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

予
防
接
種
の
区
域
外
接
種
に
つ
い

て
、
医
師
会
と
の
話
し
合
い
の
進
捗

状
況
は
。
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

本
会
議
で
の
市
長
答
弁
の
と
お
り
、

吉
川
松
伏
医
師
会
と
契
約
を
お
願
い

す
る
。
健
康
福
祉
部
長
と
健
康
増
進

課
長
で
行
っ
て
い
る
。

　

本
会
議
の
答
弁
を
聞
い
て
も
支
障

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
す
る
と
言
う

だ
け
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
区
域
外

接
種
を
な
く
し
て
、
個
別
契
約
を
認

め
る
よ
う
に
医
師
会
に
お
願
い
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

医
師
会
と
は
４
月
１
日
か
ら
包
括

契
約
を
行
う
。
ど
こ
で
も
接
種
出
来

る
よ
う
市
長
調
整
を
し
て
い
る
。

　

市
長
は
個
別
契
約
を
お
願
い
し
た

い
も
の
と
、
理
解
し
て
い
い
の
か
。

　

現
段
階
、
市
長
が
調
整
中
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

吉
川
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆ 

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

花
し
ょ
う
ぶ
を
植
栽
す
る
面
積
は
。

工
事
請
負
費
の
中
身
は
。

　

中
井
沼
公
園
の
西
側
約
２
９
０
㎡

に
つ
い
て
掘
削
土
壌
改
良
し
地
元
自

治
会
の
協
力
を
得
て
い
く
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
は

40
％
が
女
性
で
あ
る
の
か
。

　

９
名
中
６
名
が
女
性
で
あ
る
。

　

米
価
下
落
と
高
齢
化
が
進
む
中
、

今
後
の
農
業
の
創
生
は
。
ま
た
積
極

的
な
農
業
展
開
を
。

　

高
齢
化
等
の
条
件
か
ら
、
労
力
を

費
や
し
て
の
農
業
経
営
は
難
し
い
と

考
え
る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
た
い
。

　

生
活
環
境
整
備
の
改
善
を
す
る
た

め
、
予
算
を
確
保
す
る
べ
き
。
水
道

管
布
設
替
え
の
遅
れ
も
あ
る
た
め
舗

装
補
修
が
遅
れ
て
い
る
。
前
倒
し
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
計
画
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。
市
街
化
区
域
や

調
整
区
域
に
関
わ
ら
ず
整
備
を
進
め

て
い
き
、
水
道
課
と
も
調
整
し
て
い

く
。

　

南
中
学
校
周
辺
の
治
水
対
策
と
総

合
治
水
計
画
の
見
直
し
は
。

　

排
水
先
の
河
川
改
修
は
第
一
に
必

要
で
あ
る
。
総
合
治
水
計
画
で
は
調

整
池
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　

新
市
長
は
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺

地
区
の
見
直
し
に
触
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
進
め
て
き
た
計
画
に
変
化
が

起
き
る
の
か
。

　

既
存
案
を
基
に
市
民
の
ア
イ
デ
ア

を
織
り
込
ん
で
早
期
に
計
画
を
決
定

す
る
と
い
う
方
針
を
受
け
て
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 

平
成
27
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

◆ 

平
成
27
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

　議案や請願は詳細に審査するため、担当常
任委員会に委ねられ、専門的に審査されます。
　主な審査内容を各常任委員長が要約してお
知らせします。

常任委員会の審査から
総
務
水
道
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

建
設
生
活
常
任
委
員
会

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決

本
会
議
の
会
議

録
や
議
会
活
動
な

ど
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
今
定
例

会
の
会
議
録
の
提

供
は
６
月
下
旬
と
な
る
予
定
で

す
。 ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
！

検 索吉川市議会
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
、
元
気

よ
く
学
校
へ
向
か
う
子
ど
も

達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

写
真
は
、
新
た
に
一
年
生
を

迎
え
、
学
校
へ
向
か
う
市
内

小
学
生
の
登
校
班
の
様
子
。

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
子

ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

議
場
の
空
気
が
少
し
変
わ
っ
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

青
年
市
長
の
登
場
。

年
度
末
の
交
代
と
あ
っ
て
３
月
議
会
に
は
「
骨
格
予

算
」
だ
け
が
提
出
さ
れ
、
施
政
方
針
演
説
や
新
し
い
政

策
に
関
連
す
る
も
の
は
後
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

市
議
会
も
８
日
間
の
会
期
で
一
般
質
問
は
中
止
に
。

質
疑
は
こ
の
予
算
と
国
の
制
度
変
更
に
伴
う
介
護
、

教
育
の
条
例
改
正
案
に
集
中
。
や
や
紅
潮
し
た
新
市

長
の
緊
張
気
味
の
声
が
響
く
。
傍
聴
者
が
溢
れ
る
中
、

用
意
さ
れ
た
答
弁
に
加
え
、
時
に
自
ら
の
言
葉
で
も
。

27
年
度
中
に
は
地
域
の
人
口
動
態
を
見
据
え
た
総

合
戦
略
プ
ラ
ン
を
明
示
す
る
宿
題
な
ど
課
題
山
積
。
ど

ん
な
風
が
吹
く
こ
と
に
な
る
の
か
。
議
会
も
力
量
を

試
さ
れ
る
場
面
が
ふ
え
そ
う
だ
。

伊
藤　

正
勝

表

紙

の

写

真

編

集

後

記

３月定例会 審議結果
≪市長提出議案≫ ○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決には加わりません。）、◎＝議案提出者

　

　議　案　名

議
決
結
果

自民・みらい 共産 公明 改革 無所属

加
藤　

克
明

野
口　

博

中
村　

喜
一

安
田　

真
也

中
嶋　

通
治

松
澤　

正

山
﨑　

勝
他

松
﨑　

誠

佐
藤　

清
治

高
野　

昇

遠
藤　

義
法

小
林　

昭
子

互　

金
次
郎

五
十
嵐
惠
千
子

小
野　

潔

稲
垣　

茂
行

伊
藤　

正
勝

稲
葉　

剛
治

降
旗　

聡

齋
藤　

詔
治

専決処分事項の承認について（市道の路線認定及び廃止について） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市介護福祉総合条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市地域包括支援センターの人員等に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に
関する条例※１

修正案部
分を除く
原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市建築基準法に基づく申請等に係る手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道の路線認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年度吉川市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年度吉川市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年度吉川市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年度吉川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年度吉川市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市下水道事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市介護保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 27 年度吉川市水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

≪議員提出議案≫
吉川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に
関する条例に対する修正案　※２

修正案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

政党助成金制度の廃止を求める意見書 否決 × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ◎ × × × × × × × ×

子どもの医療費助成制度の創設を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊会派名の「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」、「改革」は「市民改革クラブ」の略です。
＊※２は※１の一部についての修正案です。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆


